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令和 7 年度（2025 年度）研究集会の概要 

内容：本セミナーは2006年に日本と韓国の胃癌低侵襲外科治療のエキスパートが集まり、大分大学が

ホストとして大分県別府市で初めて開催し、2013年からは中国が参加し、毎年各国の持ち回りで開催

されている。2025年の本セミナーは日本がホスト国であり、大分市内のJ:COM ホルトホール大分で開

催した。 

目的：日韓中3カ国間内での胃癌の予防、診断、治療に対する幅広い知見の情報交換と、胃癌に対す

る低侵襲手術の安全な普及・開発とエビデンスの創生についての相互理解と意見交換・情報収集を目

的とした。 

成果：3カ国から約70名が参加した。5つのシンポジウムセッション（計25講演）と1つのパネルディ

スカッションが行われた。パネルディスカッションにおける国際共同研究の立案では、中国より免疫

チェック阻害剤の癌集学的治療が候補として挙げられ、大分大学グローカル感染症研究センターが進

めている癌集学的治療法開発（ウイルス療法）が協調できる可能性を示した。さらに韓国から周術期

の腸内細菌変化の研究が挙げられ、今後本センターとの共同研究の可能性を示した。 

以上より、本セミナーは当初の想定以上の成果が得られたと考える。 

 


